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モ ン ゴル 鉄道 の 現状 と輸送戦略 の 方向

ナ ツ アグ ドル ジ オノ ン トゥ ン ガル ガ （東洋大学大学院生 ）

金 子 　 　彰 凍 洋大学）

1．背　景

　 モ ン ゴ ル は、北 を ロ シ ア、南 を中国 に 挟 まれ た

内陸国で ある 。 国内の 交通網は未発達で 、それ に

加 えて市場経済移行後は 地方の 失業増加や都市へ

の 人 凵 集中が発生 し 、
モ ン ゴ ル 国内の 経済は停滞

して きた 。 そ の
一方で 、 中国の 経済発展に よ る ロ

シ ア か ら巾国に向け た 国際貨物の鉄道輸送量 は最

近 の 数年間大 幅に増加 して い る 。 ま た 、 中国 の 経済

成長は、エ ネル ギ
ー資源や原材料 の 輸入 を増 大 さ

せ 、隣 国で あ るモ ン ゴ ル の 銅 鉱石 、石炭 をはじめ 、

将来的 に 有 望 と言われ て い る石油 など豊か な地 ド

資源 の 開発 の 方向性 に 強 い 関心 を示 して い る 。

　 しか し、資源 の 大量輸送 に適 した輸送体系と 国

境 通過設備 の 整備 が最 重要 な課題 にな っ て い る 。

こ の ような状 況 の もと、モ ン ゴ ル 政府 は鉄道と道

路 を中心 に 国内 の 交通網 の 整備 を進め、モ ン ゴ ル

か らの 輸出拡大 を目指 して い る 。

　 こ の ため、モ ン ゴ ル 鉄道が、今後 も こ の 地域 の

国際貿易の 分野 で 中心 的な役割 を果 たす輸送機関

の ひとつ として 効率 的な輸送 を提供す る こ と が重

要で あ る 。

2 ．研究 目的

　上記の背景をふ まえ、中国を中心 に した、日本

を含む北東ア ジア の経済の 動向 と対 ヨ
ー

ロ ッ パ 向

け貿易戦略 を調査 し、モ ン ゴ ル 鉄道 の 開発 と輸送

戦略を考 え る こ と、及び モ ン ゴ ル 鉄道 の 国内輸送

に お ける 基本的な立場を明確に した い と考 えて い

る 。

3．モ ン ゴ ル 鉄道の現状

　 モ ン ゴ ル 鉄道 は、総営業 キ ロ は ユ815 キ ロ 、北 の

ロ シ ア 国境か ら南 の 中国 国境 まで モ ン ゴ ル 国 を縦

断する 1100キ ロ と接続する 支線、東 部 の バ ヤ ン ト

メ ン 線239キ ロ とそ れぞれ の 線 に 接続 す る支線 か

ら構成する，、

　国内交通機関の 中で 貨物輸送部門に おける割合

は 、 航空貨物輸送0．2、 自動車貨物輸送2．4％、鉄

道貨物輸送97．4％ を示 し て い る 。 国内交通機関の

中で 旅客輸送部 門 は 、 人 キ ロ で み る と 、 航空旅客

輸送 27．2％、白動車旅客輸送 18．7％ 、 鉄道旅客輸

送 54．1％ で あるが 、 輸送人員 で 見 る と 自動車が圧

倒的 に 多い ．す な わ ち近距離輸送 と東西方向は 道

路交通 に依存 し なけ れ ばな ら な い た め 航空輸送

0，3％％、 自動車輸送95．53％ 、 鉄道輸送4．2％ で ある 。

　 モ ン ゴ ル鉄道 の 貨物輸送構造を見る と 、 輸入貨

物輸送 9％、輸出貨物輸送 7 ％ 、
ロ シ ァ か ら中国

へ の 通過貨物輸送 26％ 、 中国か ら ロ シ ア へ の 通 過

貨物輸送 1 ％ 、 国内貨物輸送 57％ で あ る が 、 貨物

輸送 か らの 収入構造を見る と 、 輸入貨物輸送 9％ 、

輸出 14％ 、
ロ シ ア か ら中国 へ の 通過貨物輸送59％ 、

中国か らロ シ ア へ の 通過貨物輸送 1 ％ 、 国内貨物

輸送 17％ とな っ て い る 。

　 ロ シ ァ か らモ ン ゴ ル 経 出で 中国に輸送す る 通 過

貨物 の 中 で 原木 と石油が圧倒的 に多 く貨物輸送全

体 の 26％ を占 め て い る 。 また ，モ ン ゴ ル か ら中国

に輸送 する貨物 の 80％が銅鉱石 で あ る 。

　貨物 輸送全体 の 7 ％、中国か らモ ン ゴ ル 経 由で

ロ シ ア に輸送す る通過貨物 の 67％が コ ー
クス 貨物
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輸送全 体 の 1 ％ で あ る 。

　国内総貨物輸 送量 の 中で は、国内 の 火力発 電所

の 燃 料 と し て 使 用 され る石炭 輸送 が多 い 。石炭

47 ％、石 油 ll％、原本 13％ 、銅 鉱石 5 ％、蛍石

2 ％、そ の 他 22％。

4 ．モ ンゴ ル 鉄道の マ ス タープラン の概 要

　2003年に 策定さ れ た マ ス タ ープ ラ ン は 、 モ ン ゴ

ル 鉄道の 2021年 まで の 開発計画で あ り、

　 a ）「モ ン ゴ ル 鉄道の 現状 と課題」

　 b） 「モ ン ゴ ル鉄道 の 開発計画 と将来予測」 の

　　 2 節か ら成 り立つ
。 詳細 は発表 の 中で 示すが、

　　「モ ン ゴ ル 鉄道 の 現状 と課題」 の 第 1 節 で は、

　　モ ン ゴ ル 鉄 道 の各分野 の 現状、早期 に解決 し

　　なけれ ば い け ない 問題な どを説明 して い る。

　　第 2節の 「開発計画と将来予測」で は、新 し

　　い 線路建 設、組織改革、民営化などの こ とが

　　 メ イ ン 課題 として示さ れ て い る 。

5．ま とめ と課題

　モ ン ゴ ル 鉄道 の 現状 は、上記の とお り貨物輸送

の 中 で も ロ シ ア か ら中国へ の 資源の 輸送が 中心 で

あ る が課題 として は、

1）輸 送量 の 増加に対 して 輸送能力が 十分で は な

　 い

2 ）増強 され て い る が中国とモ ン ゴ ル で は軌間が

　違 うため、積替えが必要とな り、こ れが ネ ッ ク

　 とな っ て い る

3）旅客列車の定期ダ イ ヤ が作成さ れ て い る が 、

　貨物列 卓の ダ イヤ が 定期され て ない

4 ）本線が 単線で ある た め 、 新 し い 駅 を建設 した

　 り輸送力をア ッ プ して い る が 、 こ の 方法 も限界

　に近 づ い て い て 、 複線にす る必要がある 。

また、マ ス ター
プ ラ ン につ い て は、

1）北東 ア ジ ア 全体 の 輸送体系 の 中 で の 位 置づ け

　が 明確で ない

2）効率的 で 近代的 な輸送 をどの ように 達成する

　の か明確で ない

3）上記とも関係する が、将来予測が十分で は な い

4 ）今後 どの よ うに近代化する か 明確で ない

以．Eの こ とか ら日本に よ る協力で モ ン ゴ ル鉄道の

マ ス タ ープ ラ ン の 見直しが行わ れ る こ ととな っ て

い る が 、 こ の た め に は 上 記の 現状に 対応で きる 能

力開発 が 必 要で JICAに よ り、専 門家派遣、研修

の実施

おわ りに

　こ の 報告は 、 背景に 示 した 課 題達成の 第 1 ス テ

ッ プ であ り、 今後研 究を進め て い く。

●
．一一一一一一・一．一 COMMENT

島　崎　美代子 （H本社会福祉大学）

　 1）前提 と し て モ ン ゴ ル 国概況 を述 べ
、 特に 鉱

業 （蛍石、石炭な ど） と鉄道利用 の 関連に ふ れ た

点は、論旨を明確に して い る、，

　 2）鉄 道輸送 （貨物お よ び旅客）を他の 輸送部門

一
航空お よ び 自動車

一
と種類 ・量 に わ た っ て 比

較し 、 デ ータ に よ っ て 、 そ の 比率を しめ した こ と 。

　 3）隣接国 の ロ シ ア 、 中国 との 問の 輸出入貨物

お よ び ロ シ ア
・
中国間 の 通過貨物の 種類 と 量 を具

体的 に示 した こ と 。

　 4 ）鉄道発展 マ ス ター
プ ラ ン を紹介 し、分析 し

た こ と 。

　以 上 の 報告内容を評価で きる 。 また 、 問題設 定の

枠組 として 、 国際的連関 を東北 ア ジ ア か ら ヨ
ー

ロ

ッ パ に わ た っ て 視野に い れ、陸 卜輸送に加 えて 海上

輸送 に もふ れ て 論 じた こ とも、良 い 論点 で あ っ た c、

　今後 の 論点 と して 、通関に関わる問題、隣国 の

産業発展 に関わ る見通 し、経営 問題、な どに関す

る研究 の 推進 に期待す る 。
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